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2024 年 7 月 14 日 当会創立２５周年記念  

講演とコンサートの集い開催！   
間宮正光氏「考古学からみる城のつくり方」講演会 
＋有吉かつこさんのギター弾き語り 

                           

１．当会創立 25 周年記念

イベントとして 

 

当会は 1999 年９月 26

日の設立で、今年で創立 2

５周年になります。 それ

を記念して、去る 7 月 14

日にアミュゼ柏クリスタル

ホールにおいて、講演とコ

ンサートの集いを開催しま

した。  

奇しくも、今年は柏市制

70 周年の年であり、イベ

ントのチラシにも、「柏市制

施行 70 周年記念 当会創立

25 周年記念」と「記念」

二つを併記しました。 

当会創立直前の 1999 年

6 月 13 日には歴史シンポ

ジウム 「手賀沼が海だっ

た頃－松ヶ崎城と中世の柏

北域」が開催されました

が、会設立後には 2004 年

11 月 28 日に「松ヶ崎城

と街道（みち）－中世柏地

域の陸上交通」という当会

創立５周年記念シンポジウ

ムを開催し、そのパネラー

のお一人が今回講師をつと

められた間宮正光氏です。  

新型コロナ感染症の感染

拡大の影響で、ここ数年は

講演会開催を控えたことも

ありましたが、創立２５周

年という節目の年にあた

り、前記イベントを開催す

ることにしました。 

 

２．イベント当日の様子 

 

当日朝はあいにくの雨で

したが、昼からは小ぶりと

なりました。 当日午後の

開場に先立って、受付、会

場の題字掲示などの準備を

行いました。  

 

 

＜今回のイベント受付風景＞ 

 

まず開会のあいさつを行

い、その後有吉かつこさん

にギターの弾き語りをして

いただきました。 

東日本大震災からの復興

をテーマとした「春よ来

い」（高橋忠史作詞・作曲）

のほか、オリジナル曲中心

のギター弾き語りでした。 

 

 

＜熱唱する有吉さん＞ 

 

有吉さんは、別の団体の

主催ですが、松ヶ崎城跡で

行われた音楽イベントに参

加されており、その縁で今

回ミニコンサートを行って

いただきました。 

その後は、間宮正光氏の

講演会です。 

間宮正光氏の今回のご講

演は、「考古学からみる城の

つくり方」というテーマで

城郭を対象にした中世考古

学の内容でした。 考古学

というと、縄文時代や弥生

時代の遺跡を扱うイメージ

がありますが、中世の遺跡

である城郭を考古学の観点

からみるという研究もあり

ます。 今回は、レジュメ

 

手賀沼が海だったころ  
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にある通り、「本日のお話し

は、近年蓄積されつつある

発掘資料をもとに、土木技

術や構造から東葛地域の戦

国の城をみるものです。地

域ではどのような技術で城

が築かれ、そこに独自性は

あったのか。城のつくり方

を知ると城の魅力が倍増

し、地域の歴史がみえてき

ます」ということで、東葛

など各地の城郭の発掘の結

果をもとに、中世城郭はど

のようにつくられたかとい

うことをテーマにしていま

した。 

 

 

＜講演中の間宮正光氏＞ 

 

「発掘された東葛の主な

戦国の城」として挙げられ

たのは、小金城、根木内城

（以上松戸市）、箕輪城、松

ヶ崎城、幸谷城館と増尾城

（以上柏市）、法花（華）坊

館と根戸城（以上我孫子

市）。 松ヶ崎城をはじめ、

近隣でなじみのあるお城ば

かりですが、発掘に関して

は、結構知らないこともあ

ったのではないでしょう

か。 高城氏の居城だけあ

って、小金城跡からは貿易

陶磁などが発掘で見つかっ

たのに対し、松ヶ崎城跡か

らは日常雑器が少数見つか

っただけでした。 城のつ

くりでも、各城郭に特徴が

あり、箕輪城跡には V 字上

の深い堀があって、敵の侵

入を許さない要塞のような

お城でした。 小金城跡、

根木内城跡、増尾城跡とい

った城郭には「虎口」（こぐ

ち）という出入口の横に大

きな櫓台状の水平方向に突

起した土塁を設ける工夫が

されています。 これは高

城氏に特有な築城技術のよ

うです。 一方「松ヶ崎城

は、長期間にわたり使用さ

れたのではなく、短期間で

終焉を迎え、館など居住を

前提とする日常生活の場で

もなかったのです。規模や

土塁をみても、箕輪城など

のように、いわゆる要塞と

して築かれたというより

も、必要最小限の土木工事

にとどめている印象でし

た」とのことです。 つま

り、松ヶ崎城は豪族などの

居城ではなく、何らかの軍

事的な目的で築かれたとし

ても、箕輪城のような「要

塞」でもない城郭というこ

とになります。  

 

 

＜松ヶ崎城跡の堀を歩く＞ 

 

また単純な城郭と思われ

がちな幸谷城館跡に土塁・

堀の折ひずみ、堀底施設な

どの工夫があったことは意

外です。 

前記の高城氏の築城技術

などは「その家に保有され

た独自の技術で、極論すれ

ば門外不出の最高機密と思

われがちですが、領主権力

に縛られず、技術者は自由

に活動したとする考え方も

あります。ただ、独自の技

術は別としても、よく使っ

た、好んだ技術はあったこ

とでしょう。その分布を把

握することは、支配地域あ

るいはその影響の範囲を知

る手掛かりともなります。

さらに、使われた時期がわ

かれば、その城館の年代や

機能を知ることができるか

もしれません」とのこと。 

考古学に詳しくなくて

も、あるいは城郭ファンで

なくても、わかりやすいお

話で、大変面白く、興味深
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い内容だったと思います。  

  

３．エンディングは「古

城」合唱 

 

今回のエンディングは、

再度有吉さんにご登壇願

い、皆で「古城」の合唱を

行いました。 三橋美智也

が歌った有名な歌ですが、

最近も別の歌手が歌ってい

ます。 

講演会では、皆熱心に聞

いており、中には結構城郭

について詳しそうな方から

の質問もありました。 

今回の参加者では柏市議

会議員の岡田智佳氏のご来

場があり、ご挨拶をいただ

きました。 また柏市教育

委員会の方もご来場いただ

きました。 参加者は 47

名でしたが、遠方では埼玉

県や神奈川県からの参加者

もいました。 

 

 

＜講演会の様子＞ 

 

合唱した「古城」の歌

は、一説には石川県の七尾

城がモデルと言われます

が、実際にはモデルはない

ようです。 松ヶ崎城には

「古城」の歌詞にあるよう

な石垣はないですし、矢弾

も飛んでこなかったかもし

れません。 松ヶ崎城は、

築城以来約 500 年、往時

を偲ばせる遺構が残ったお

城です。 有名な武将の居

城でもなく、そこを舞台に

大きな合戦があった訳でも

ないでしょう。 一日に何

箇所も城郭をめぐるような

人からみれば、あまり特徴

のないお城と思われるかも

しれません。  

しかし、松ヶ崎城を守る

立場からすれば、長い歴史

のなかで偶然が重なって保

存されてきた貴重な文化財

です。 これからも次世代

に受け継いでいかねばなら

ないと思います。 

 

 

 

2024 年度総会での議決について 

 

2024 年 4 月 28 日（日）1１時より、パレット柏ミーティングルームＣで行われた当

会総会において、第 1 号議案：2023 年度事業報告、同決算報告の件、第２号議案：

2024 年度事業計画、同予算承認の件、第３号議案 会則改定の件（当会事務所住所を個

人宅記載から「別に定める」と改定）、第４号議案：役員選出の件（会長以下現体制を維

持）に関して、全て議案通りに可決されました。 

特に第２号議案に関し、従来の歴楽講座開催、地域密着活動の活性化など以外に、創立

25 周年記念行事の開催を予定し、松ヶ崎城祭りも類似イベントの動向を見ながら開催方

法を工夫し、開催する方向で検討するとしました。 

※ 創立 25 周年記念行事とは、7 月 14 日の講演とコンサートの集いのことです 
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 自宅にあった縄文土器のかけら 
森 伸之

１．自宅の裏庭で縄文土器

「発見」 

 

自分の一家は、昭和 35

年(1960)の暮れに東京都

内から船橋市内に引っ越し

てきた。 都内も最初は世

田谷区だったが、後に江戸

川区に越した。 船橋に引

っ越す前に住んでいた江戸

川区の家は、戦前に建ち戦

災を免れた古い家で、幼い

自分は畳の上で遊んでいた

のをかすかに記憶してい

る。 そこが茶室であった

ことは、一昨年他界した父

の遺品写真からわかった。 

総武線を走る機関車が江戸

川の鉄橋で汽笛を鳴らすの

を見て喜んでいたそうだ

が、それは覚えていない。  

最初は新築だった船橋の

一戸建ての家も一度増築、

さらに一から建て替えた。

昔は庭に柿の木があって、

登下校の子供が登るので困

ったが、今は別の木が植え

られている。 その船橋市

内の家には長く住んでいた

が、自分は就職、転勤、結

婚などで転居が多かった。 

最近母も亡くなって家を

空き家にしておくわけにも

いかないので、住んでいた

船橋市内のマンションか

ら、父の死後相続した元々

の家に妻とこの秋に戻るこ

とになった。 その前に

元々の家のリフォームを行

っていたが、それが一段落

したころ、裏庭を整理しよ

うとしたとき、植木鉢の中

に瓦の破片のようなものが

あるのに気付いた。  

 

 

＜1970 年当時の筆者の母

校の中学校：手前は畑＞ 

※船橋市 HP より 

 

取り出してみると、自分

が 53 年前中学生であった

頃に畑で拾った縄文土器の

かけらであった。 土器片

以外に一つ白くなった貝殻

もあった。 それらは以前

は箱にしまって保管してい

たが、自分が成人して家か

ら離れたうちにどこかに行

っていた。 全く驚いた。 

なぜ裏庭にあったのかは不

明であるが、土器片のなか

に小さな破片を割れ目にそ

って接着したものがあり、

それには覚えがあった。   

 

２．土器のかけらを手にし

て若き日を思い出す 

 

中学生の頃に拾った土器

片を手にして、当時のこと

を思い出した。 中学生の

自分は総じて平凡であった

が、絵画が好きな割に美術

部に入らず、人が絵を描く

のを見ているだけ、ぬかる

みにはまった車を押す人助

けを友人として校長から褒

められた翌日に、別件で職

員室に呼び出されるという

変なところもあった。 た

だ理科の実験や生物の観察
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が好きで、東京の中野に住

んでいた従兄の古い科学雑

誌を貰い受け、読み耽った

りしていた。  

自分が通っていた中学校

は、自宅のある町名を冠し

ているのに隣の地区にあっ

て少し遠く、南側一帯は

畑、北は田んぼという、の

どかな場所にあり、通学路

も畑や田んぼのそばを通っ

ていた。 学校の南側は一

面畑、その中の未舗装の道

が通学路、その道沿いに土

器のかけらが落ちていた。  

もちろん耕地に足を踏み

入れることはなかったが、

ある日道沿いの土器片を拾

っていたところ、農作業を

していた年配の女性から、

「何をしているの？」と聞

かれ、「土器を拾っていま

す」と答えると、「持って

帰って良いよ」とのことで

あった。 その女性がいな

い時も、自分は調子に乗っ

て土器片を拾い、自宅に持

ち帰った。 考古学の本を

読み、知識が増えるのも面

白かった。 特に放射性炭

素の減り具合から遺物の年

代を推定する放射線元素測

定法というのがあると知

り、科学的な方法はそこま

で応用できるのか、と驚い

た。 自分の拾った土器片

もいつ頃のものか知りたい

と思いつつ、土器片を入れ

た箱は宝箱のように感じ

た。 

中２ともなると、高校受

験をどうしても意識せざる

を得ない。 自分は母と親

しい女性が自宅に来て、高

校は県立Ｆ高校が良いとい

うのを聞いていた。 Ｆ高

は難しいらしいが何が良い

のかはよくわからず、ただ

Ｆ高なら同じ船橋市内で自

宅から歩いて行ける場所で

もあり、そのまま志望校は

県立Ｆ高校にした。 

しかし縄文土器のかけら

を拾ったり、本で考古学の

ことを調べたりしているう

ちに、学校の成績が少し下

がってしまった。 担任の

日頃は温厚な N 先生から

「君は二言目にはＦ高に行

くと言っているが、それだ

けの努力をしているのか。 

考古学もいいけれど、今の

ままでは落ちるかもしれな

い」と言われ少々こたえ

た。 その後成績は回復

し、県立 F 高校の理数科

に入学できた。  

理数科は普通科にはない

数学Ｃまであり、プログラ

ム電卓で複雑な算式を打ち

込んで計算させるなど新し

い授業もあった。 入学し

たてなのに自発的に大学受

験の問題を解いている者も

少なくなかった。 １、2

年生の頃に歴史のクラブに

所属、夏見大塚遺跡の発掘

の手伝いにも参加した。 

やがて大学受験に直面した

が、暗記が苦手で化学の元

素記号などが覚えられなか

ったのがたたり、遂に大学

は理系ではなく国立文系を

志願することになった。 

学部生として大学には 2

回入学し、入学式にも 2

度出たが、卒業したのは東

京の西にある旧三商大の H

大の社会学部だけである。 

 

 

＜大学の講堂の前で＞ 

 

当時も、寮にいた時期を

除けば、遠距離通学で自宅

にいたが、しまってある土

器のことは忘れていた。 

大学では日本近現代政治史

のゼミに所属、サークルで

は主に経済史を勉強した。   

院生から大学院に来ない

かと誘われたが、結局大学

卒業後は鉄鋼メーカーに就

職した。 当初経理部門に
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いたものの、途中からコン

ピュータシステム部門に異

動となり、事務系なのにほ

ぼ技術屋扱いで 42 年間の

会社生活を送った。 会社

生活の最後の年に、京都の

大学の大学院に入学、65

歳目前で院生となり社会学

を専攻、今に至る。 

 

３．土器片を博物館に寄贈 

 

さて、自宅で見つかった

土器片であるが、自分の手

元にあっても仕方がないと

考え、どこかに寄贈するこ

とにした。 何か博物館な

どに寄贈しようとしても、

収蔵スペースの関係から

か、なかなかで受け取って

もらえないという話もあ

る。 実際自分も花入れと

して使っている江戸時代の

木樋を引き取ってもらえな

いか、東京都内の博物館に

聞いたことがあるが、「江

戸期の木樋は結構残ってい

るので･･･」と断られた。 

しかし、一応土器片の寄贈

の話はすることにした。 

船橋市飛ノ台史跡公園博

物館に電話したところ、す

ぐに調整ができ、７月末に

当時住んでいたマンション

に近い船橋市郷土資料館ま

でＫさんという学芸員の方

が来てくれて、土器片の受

け渡しができた。 

そのＫさんによれば、自

分が土器片を拾った中学校

の南側の畑は、中野木台遺

跡の範囲内であり、土器片

29 点は全て縄文中期のも

の、貝殻はサルボウガイ

で、これも同じころのもの

だろうとのことであった。 

本来であれば、発掘など

で出てきたものは、出土し

た場所や状況の詳細が記録

されるべきであるが、その

土器片はろくな知識のない

中学生当時の自分が拾って

家に置いていただけであっ

た。 また、その土器片自

体、見たところ特別なもの

でもなさそうで、それが正

式に博物館の所蔵になった

のは、ともあれ喜ばしいこ

とである。 

自分が土器片を拾った頃

は、中学校の南側の畑の中

に、一本道のように未舗装

の道が通っていたが、見せ

てもらった今の地図では住

宅が建ち並び、道も複数あ

った（その後、実際に現地

に見に行ったが、畑だった

所は住宅地になり、道も立

派に舗装されていて、どこ

で土器片を拾ったのか、見

当もつかないようになって

いた）。 こうも現場の状

況が変わった場合、遺物の

出土地点など、どのように

して把握するのだろう。 

GPS の位置情報のような

ものを使うのだろうか。  

 

 

＜寄贈先となった船橋市飛

ノ台史跡公園博物館＞ 

 

なお、Ｋさんより 8 月

10 日の中野木台遺跡第

25 次調査地点遺跡説明会

のことを聞き、参加するこ

とにした。 

 

４．遺跡説明会で 

 

出身中学周辺には、今は

あまり来ることはない。 

会場に行く途中、かつての

通学路を歩いたが、宅地化

が進み、昔とだいぶ変わっ

ていた。  

 

 

＜遺跡の現地説明会へ＞ 
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遺跡説明会の場所に開始

前に着いたら、既に何人か

見学している人がいた。 

常連の人もいたようだ。 

奥にテントがあり、パネル

や出土物が展示されていた

が、その中に自分が拾った

土器片と貝殻が箱に入って

あった。 それは触っても

いいとされ、実際に来場者

で自分が拾った土器片を手

に取る人もいた。 

 

 

＜テントにはパネルも掲示＞ 

 

 

＜出土品の数々＞ 

 

 

＜自分が拾った縄文土器片＞ 

 

説明会が開始されると、

メガホンを持った若い男性

職員が、来た人に向かって

説明をはじめた。 発掘現

場には、土坑などの穴がた

くさんあった。  

 

 

＜続々と見学者が来場＞ 

 

面白いのは、約 8,000 年

から約 9,000 年前の炉穴

で、それが住居の外にあっ

たこと。 竪穴式住居は住

居内に炉があるイメージが

あるが、縄文でも早期に

は、炉は住居外に作ったそ

うだ。 縄文前期くらいに

なると、炉は住居の中に作

られるが、縄文早期には屋

内で火や煙をうまく扱えな

かったのだろうか。 炉穴

は屋外で調理を行う場所で

ある。 炉穴から分岐する

ように掘った煙道という小

さい穴がある場合、そこに

土器を差し込んで、炉穴に

人が入って煮炊きをした

り、肉を吊るして燻製を作

っていたようだ。  

 

＜赤い焼け色がついた炉穴＞ 

 

 

＜炉穴の想像図＞ 

 

なお自分が拾った縄文中

期の土器片は、年代には若

干幅があり、新しくても約

４,500 年前、古いのは

5,000 年以上前らしい。  

実は元々の家以外に、父

は古家付きの隣地を所有し

ており、そちらは自分の親

族が相続した。 そこにあ

った主要な植木は元々の家

の敷地に移植して古家は解

体、更地にした。 そちら

に今回の土器片が置かれて

いたら、おそらく気づかず

に失われていただろう。 

50 年以上前に拾い、忘

れかけていた縄文土器のか

けらが、日の目をみて安堵

した次第である。  

 

 
 

※今回の説明会で示された資料より 
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地域史の窓  

毎年 11 月になると、

「お酉様」とも呼ばれる酉

の市が、浅草・鷲（おおと

り）神社など各所で行われ

ます。 その周辺には熊手

を持つ人が行きかい、屋台

では威勢のいい三本締めの

掛け声が聞かれます。 

前記の鷲神社のお隣に鷲

在山長國寺というお寺があ

り、「酉の寺」として知ら

れます。 こちらでも屋台

の熊手はあるのですが、お

寺から熊手のお守りが授与

されます。 長國寺は寛永

７年(1630)に今の千葉県

茂原市の長國山鷲山寺（じ

ゅせんじ）第 13 世・日乾

上人によって開山されまし

たが、浅草酉の市の発祥の

寺といわれています。 

この長國寺には、前記の

長國山鷲山寺（法華宗）か

ら鷲妙見大菩薩（鷲大明

神）が明和 8 年(1771)に

勧請されました。 鷲妙見

大菩薩の開帳日の市が、酉

の市の元とすれば、千葉県

がルーツということになる

でしょう。 

 

 

＜善男善女であふれる境内＞ 

 

  

 

 

  

 

お知らせ 
 

＜第 11 回松ヶ崎城祭りについて＞ 

日時：  ２０２４年１１月２４日（日） 1０時より 1５時頃まで  

場所： 松ヶ崎城跡 北柏駅北口から北西へ約 500ｍ徒歩 10 分 

または北柏駅南口からバス北柏ライフタウン循環「竹ノ台」下車、徒歩 3 分 

 【午前】見学会  松ヶ崎城跡と、その周辺をめぐります。 

予定 10 時集合・出発、12 時頃まで （集合場所：松ヶ崎城跡東側台地中段） 

 【午後】お城クイズ・お楽しみ会  クイズに答えて景品をゲットしよう。  

城跡も少し見学して… 

予定 13 時半～15 時頃 （場所：松ヶ崎城跡東側カツラの木周辺） 

 

＜会報記事募集＞ 

猛暑が去り、すっかり秋らしくなりました。 史跡めぐり等のご報告、個人研究の成果

発表、写真やイラスト、エッセイなど、会報記事の投稿をお待ちしております。 次回の

会報は、来春発行を予定しています。 投稿は、メールは info@matsugasakijo.net まで。 

 

酉の市のルーツは千葉県？ 

〈
鷲
に
乗
っ
た
妙
見
菩
薩
を
か
た

ど
っ
た
鷲
妙
見
か
っ
こ
め
守
り
〉 

手賀沼が海だったころ 
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